
2024 年 09 月 08 日 
午前 10 時 30 分 

 

聖霊降臨節第 17 主日                No. 36 
 

主日礼拝 

 

前奏 「良い羊飼い」(Ｄ,ウッド) 

 

参集 （報告 ･ 紹介 ･ 予定） 

 

招詞  

「その日、その時には、と主は言われる。 

イスラエルの人々が来る 

ユダの人々も共に。 

彼らは泣きながら来て 

彼らの神、主を尋ね求める。 

彼らはシオンへの道を尋ね 

顔をそちらに向けて言う。「さあ、行こう」と。 

彼らは主に結びつき 

永遠の契約が忘れられることはない。」 

(エレミヤ書 50:4,5) 

 

頌栄 26「グロリア」 

 
 
 
 

 
 
 
 

リタニー『善き羊飼いよ』 

ヒエロニムス(347-419) 

司式者：善き羊飼いよ、 

会 衆：わたしを探し出してください。 

司式者：そして、わたしをあなたの群れへと 

会 衆：再び連れ帰ってください。 

司式者：あなたの恵みによって、 

会 衆：わたしをよく導いてください。 

司式者：わたしに残された人生の日々、 

会 衆：あなたの家に住まうことができるように。 

司式者：そこにいるひとたちとともに、 

会 衆：あなたをいつまでもほめたたえることが 

できるように。 

 
 
 
 
 
 
 

賛美 14-1,3「たたえよ、王なるわれらの神を」 

 

 
 

祈祷 
 

献金 
 

主の祈り 

天にまします我らの父よ、 

ねがわくは み名をあがめさせたまえ。 

み国を来らせたまえ。 

みこころの天になるごとく 

地にもなさせたまえ。 

我らの日用の糧を、今日も与えたまえ。 

我らに罪をおかす者を我らがゆるすごとく、 

我らの罪をもゆるしたまえ。 

我らをこころみにあわせず、 

悪より救い出したまえ。 

国とちからと栄えとは限りなくなんじのもの 

なればなり。 

アーメン。 

 

賛美 32「キリエ・エレイソン」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



聖書 ヨハネによる福音書 10:1～6 
                       新約(新共同訳)P186 
 

1「はっきり言っておく。羊の囲いに入るのに、門を

通らないでほかの所を乗り越えて来る者は、盗人であ

り、強盗である。2 門から入る者が羊飼いである。3

門番は羊飼いには門を開き、羊はその声を聞き分け

る。羊飼いは自分の羊の名を呼んで連れ出す。4 自分

の羊をすべて連れ出すと、先頭に立って行く。羊はそ

の声を知っているので、ついて行く。5 しかし、ほか

の者には決してついて行かず、逃げ去る。ほかの者た

ちの声を知らないからである。」6 イエスは、このた

とえをファリサイ派の人々に話されたが、彼らはその

話が何のことか分からなかった。 

 

賛美 418「キリストのしもべたちよ」 

 

 
 

説教  「真の神のために働く」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

賛美 520「真実に清く生きたい」 

  

  
  

 派遣 

司式者  主は言われます｡ 

       ｢わたしは誰を遣わすべきか｡｣ 

会 衆   わたしがここにおります。 

           わたしを遣わして下さい。 
 

祝祷 
 

アーメン 

 
 

 

 

後奏 「プレリュード変ホ長調」 

(Ｊ,レメンス) 

 

司 式 山野上 純子 

説 教  向井 希夫牧師 

奏 楽 大代 惠 

 
※お立ちになるのが困難な方は、座ったままで礼拝をお守り下さい。 

※讃美歌の最後には、基本的に「アーメン」を付けません。 


